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は
じ
め
に

日
本
近
世
文
学
を
代
表
す
る
小
説
ジ
ャ
ン
ル
・
読
本
と
中
国
白
話
小
説
と
の
関
わ
り
に
関
す
る
研
究
は
、
近
年
、
め
ざ
ま
し
い
発
展

を
見
せ
た
。
読
本
と
い
う
呼
称
は
絵
本
に
対
し
て
読
む
べ
き
本
の
意
で
使
わ
れ
、
特
徴
と
し
て
、

①
日
本
在
来
の
題
材
を
主
体
に
中
国
小
説
を
趣
向
と
す
る
こ
と
。

②
勧
善
懲
悪
思
想
を
理
念
と
す
る
こ
と
。

③
因
果
応
報
観
で
統
括
す
る
こ
と
。

④
雅
俗
折
衷
の
和
漢
混
淆
文
で
綴
る
こ
と
。

の
四
点
が
挙
げ
ら
れ
る（

１
）。
筆
者
も
こ
れ
ま
で
に
、『
水
滸
伝
』
の
影
響
下
に
成
立
し
た
近
世
読
本
の
最
高
峰
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』（
曲

亭
馬
琴
著
、
文
化
十
一
年
︹
一
八
一
四
︺
~
天
保
十
三
年
︹
一
八
四
二
︺）
を
対
象
に
、『
八
犬
伝
』
全
体
に
お
け
る
『
水
滸
伝
』
の
ス

ト
ー
リ
ー
面
で
の
受
容
の
仕
方
、
及
び
馬
琴
の
創
作
意
図
（
特
徴
①
②
③
に
あ
た
る
）
を
考
察
し
て
き
た
が
、
現
在
で
は
さ
ら
に
、
④

読
本
の
文
章
作
法
に
注
目
し
て
い
る
。

和
漢
混
淆
文
は
す
な
わ
ち
、
雅
言
、
俚
言
に
漢
語
、
特
に
白
話
語
彙
を
交
え
た
七
五
調
を
基
調
と
す
る
文
体
の
こ
と
を
指
す
。
し
か

し
、
そ
も
そ
も
「
白
話
」
と
は
何
か
、
ま
た
何
を
以
て
「
白
話
語
彙
」
と
判
定
す
べ
き
な
の
か
（
特
に
日
本
近
世
文
学
に
お
い
て
）
に

つ
い
て
は
、
依
然
と
し
て
曖
昧
な
と
こ
ろ
が
多
い
。

孫
　

琳

浄

日
本
近
世
文
学
に
お
け
る
白
話
語
彙
の
識
別
基
準
に
関
す
る
考
察

	

―
『
新
編
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』
の
使
用
語
彙
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に
―
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白
話
と
は
中
国
の
口
頭
語
語
彙
を
使
用
す
る
書
記
言
語
の
こ
と
で
あ
る
。
一
九
一
七
年
、
胡
適
が
雑
誌
『
新
青
年
』（「
文
学
改
良
芻

義
」）
で
白
話
を
用
い
て
今
日
の
文
学
を
作
る
べ
き
と
い
う
主
張
を
提
唱
し
て
以
来
、
白
話
を
研
究
対
象
と
し
た
体
系
的
な
研
究
は
日
中

両
国
間
で
絶
え
間
な
く
続
い
て
き
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
、
近
年
、
中
国
文
学
に
お
け
る
白
話
語
彙
の
識
別
基
準
は
ほ
ぼ
確
定
し
つ

つ
あ
る
と
言
え
る
。

一
、
中
国
文
学
に
お
け
る
白
話
語
彙
の
識
別
基
準

言
う
ま
で
も
な
く
、
白
話
語
彙
に
は
二
通
り
の
定
義
が
あ
る
。
一
つ
は
白
話
文
で
用
い
る
語
彙
の
こ
と
。
こ
の
場
合
は
文
言
と
共
通

す
る
多
く
の
語
彙
が
含
ま
れ
る
。
も
う
一
つ
は
白
話
文
特
有
の
語
彙
の
こ
と
。
つ
ま
り
、
白
話
文
で
は
用
い
ら
れ
る
が
、
文
言
文
で
は

原
則
と
し
て
（
口
頭
発
話
を
写
す
必
要
が
あ
る
場
合
を
除
く
）
用
い
ら
れ
な
い
語
彙
。
基
本
後
者
を
も
っ
て
考
え
れ
ば
よ
い
の
だ
が
、

裏
を
返
せ
ば
、
白
話
語
彙
を
判
断
す
る
に
は
、
ま
ず
何
が
文
言
で
あ
る
か
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
問

題
に
つ
い
て
は
、
小
松
謙
氏
の
著
書
『「
現
実
」
の
浮
上
―
「
せ
り
ふ
」
と
「
描
写
」
の
中
国
文
学
史（
２
）』
に
詳
し
い
の
で
、
こ
れ
を
参

照
し
て
整
理
し
た
い
。

中
国
の
書
記
言
語
の
基
本
形
は
「
漢
文
・
唐
詩
・
宋
詞
・
元
曲
」
と
い
う
言
葉
で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
漢
代
の
『
漢
書
』
に
よ

り
一
応
完
成
を
み
た
。
そ
れ
以
前
に
、
口
頭
言
語
の
記
録
と
い
う
性
格
を
持
つ
『
尚
書
』『
左
伝
』『
詩
経
』『
楚
辞
』
な
ど
の
文
献
も
あ

る
が
、
書
記
言
語
の
体
制
が
整
っ
て
い
な
か
っ
た
上
に
、
各
国
が
そ
れ
ぞ
れ
種
類
を
異
に
す
る
書
記
言
語
を
使
用
し
て
い
た
（
現
在
我
々

が
目
に
す
る
テ
キ
ス
ト
は
無
論
書
記
言
語
の
一
本
化
を
経
過
し
た
あ
と
の
も
の
で
、
ど
こ
ま
で
原
型
を
伝
え
て
い
る
の
か
は
疑
問
で
あ

る
）
た
め
、
白
話
語
彙
研
究
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
。
つ
ま
り
、
白
話
語
彙
を
検
討
す
る
に
は
、『
漢
書
』
以
後
、
す
な
わ
ち

書
記
言
語
の
基
本
形
が
完
成
し
た
以
後
の
も
の
に
焦
点
を
合
わ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

ま
た
、
六
朝
時
代
に
な
る
と
、
文
体
は
用
途
ご
と
に
使
い
分
け
さ
れ
、
歴
史
書
及
び
そ
れ
に
準
ず
る
も
の
に
は
史
書
的
文
体
、
書
簡

及
び
そ
れ
に
準
ず
る
儀
礼
的
な
文
に
は
四
六
駢
儷
体
が
用
い
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
で
現
れ
た
漢
訳
仏
典
や
志
人
小
説
、
楽
府

詩
な
ど
の
文
献
に
は
、
例
外
的
に
口
頭
語
語
彙
、
す
な
わ
ち
白
話
語
彙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
（『
捜
神
記
』
な
ど
志
怪
小
説
の
会
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話
部
分
に
も
多
少
口
頭
語
的
な
表
現
が
散
見
す
る
が
、
文
体
は
基
本
的
に
歴
史
書
そ
の
も
の
で
あ
る
）。

要
す
る
に
、
白
話
文
学
は
一
般
的
に
は
、
敦
煌
変
文
な
ど
の
未
成
熟
な
状
態
を
経
て
、
宋
代
の
講
談
テ
キ
ス
ト
、
金
代
の
語
り
も
の
、

元
代
の
曲
と
、
漸
次
そ
の
成
熟
度
を
増
し
つ
つ
、
明
代
の
白
話
小
説
に
至
っ
て
完
成
の
域
に
達
し
た
と
認
識
さ
れ
て
い
る
が
、
口
頭
言

語
は
中
国
最
古
の
文
献
と
さ
れ
る
『
尚
書
』
か
ら
既
に
確
認
で
き
る
。
し
か
し
、
こ
の
段
階
で
は
ま
だ
書
記
言
語
の
体
制
が
整
っ
て
い

な
か
っ
た
上
に
、
文
字
の
統
一
も
行
わ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
に
白
話
語
彙
研
究
の
対
象
に
は
な
ら
な
い
。
白
話
語
彙
を
研
究
す
る

に
は
、
基
本
的
に
唐
以
降
の
文
献
を
対
象
と
す
る
が
、
唐
以
前
六
朝
期
の
漢
訳
仏
典
、
小
説
類
（
志
人
小
説
）、
楽
府
詩
も
視
野
に
入
れ

る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
察
せ
ら
れ
る
。

そ
れ
で
は
、
こ
の
識
別
基
準
は
日
本
近
世
文
学
に
お
い
て
も
通
用
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
次
に
先
学
の
問
題
点
を
確
認
し
た
上
で
、『
水

滸
伝
』
の
翻
訳
物
『
新
編
水
滸
画
伝
』（
詳
細
は
後
述
）
の
使
用
語
彙
を
考
察
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
近
世
文
学
に
お
け
る
白
話
語

彙
の
識
別
基
準
を
新
た
に
提
示
し
た
い
。

二
、
日
本
近
世
文
学
に
お
け
る
白
話
語
彙
研
究
の
問
題
点

近
世
の
文
献
を
対
象
と
し
た
膨
大
な
白
話
語
彙
研
究
の
中
で
は
、「
白
話
」
と
い
う
呼
称
以
外
に
、「
漢
語
」「
俗
語
」「
口
語
」「
唐

話
」
な
ど
の
呼
び
方
も
し
ば
し
ば
使
わ
れ
る
。「
白
話
」
は
前
述
し
た
よ
う
に
、
中
国
の
口
頭
語
語
彙
並
び
に
文
法
を
使
用
し
て
書
か
れ

た
書
記
言
語
の
こ
と
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
単
な
る
話
し
言
葉
で
も
な
く
、
話
し
言
葉
を
そ
の
ま
ま
記
し
た
も
の
で
も
な
い
。
と
こ
ろ

が
、「
漢
語
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
本
来
漢
字
で
書
か
れ
た
言
葉
の
こ
と
で
、
無
論
、
文
言
も
含
ま
れ
る
。「
俗
語
」
を
平
た
く
言
う

と
、
俗
な
言
葉
、
す
な
わ
ち
口
語
、
話
し
言
葉
の
こ
と
。「
唐
話
」
は
江
戸
時
代
に
中
国
の
話
し
言
葉
を
指
し
て
い
っ
た
語
で
あ
る
（
諸

呼
称
間
の
概
念
の
違
い
に
つ
い
て
は
後
述
の
張
海
燕
氏
論
考
に
も
言
及
が
あ
る
）。
い
ず
れ
も
ぴ
っ
た
り
当
て
は
ま
ら
な
い
の
で
、
文
献

の
中
で
の
書
記
言
語
化
さ
れ
た
口
頭
語
語
彙
を
検
討
す
る
際
に
、「
白
話
」
と
称
す
る
方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
、
以
下
も
こ
れ
に

従
う
。

で
は
、
先
行
研
究
で
は
対
象
語
彙
（
呼
称
に
は
多
少
の
差
異
が
あ
る
も
の
の
、
い
ず
れ
も
こ
こ
で
言
う
白
話
語
彙
の
こ
と
）
の
選
択

日
本
近
世
文
学
に
お
け
る
白
話
語
彙
の
識
別
基
準
に
関
す
る
考
察
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基
準
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
言
及
さ
れ
て
い
る
の
か
、
確
認
し
て
お
こ
う
。

藁
科
勝
之
氏
の
「『
仏
蘭
西
法
律
書  

刑
法
』
に
お
け
る
唐
話
語
彙（
３
）」
で
は
、「
宋
代
以
後
の
い
わ
ゆ
る
俗
語
で
、
江
戸
時
代
に
唐
話
学

の
成
立
・
発
展
に
と
も
な
っ
て
日
本
人
に
受
容
さ
れ
た
語
」
を
対
象
と
し
、
木
村
秀
次
氏
の
「『
西
国
立
志
編
』
白
話
語
彙
考（
４
）」
で
は
、

「
中
国
『
漢
語
大
詞
典
』
を
中
心
に
、『
大
漢
和
辞
典
』『
中
日
大
辞
典
』『
中
国
語
大
辞
典
』
に
記
さ
れ
て
い
る
用
例
の
出
典
名
が
、
中

国
明
代
以
降
の
文
献
で
あ
る
語
︙
︙
上
記
の
諸
辞
書
に
、
具
体
的
な
出
典
名
が
記
さ
れ
て
い
な
い
語
で
も
、
明
代
以
降
の
語
で
あ
る
可

能
性
が
強
い
と
判
断
さ
れ
る
」
語
を
採
取
す
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
張
海
燕
氏
が
『『
古
今
奇
談
英
草
紙
』
と
白
話
語
彙
』
に

お
い
て
、
中
国
文
学
研
究
史
に
お
け
る
白
話
の
概
念
、
及
び
日
本
に
お
け
る
白
話
研
究
の
問
題
点
（
白
話
と
唐
話
、
口
語
の
概
念
の
違

い
、
白
話
と
い
う
呼
称
を
使
用
す
る
意
識
が
薄
い
こ
と
な
ど
）
を
詳
細
に
論
じ
つ
つ
も
、「『
詩
経
』
な
ど
の
歌
謡
や
『
論
語
』
な
ど
の

語
録
体
文
献
」
を
白
話
語
彙
研
究
の
対
象
と
し
、『
英
草
紙
』
の
白
話
語
彙
を

語
の
出
自
が
南
北
朝
以
前
で
あ
る
（
つ
ま
り
「
現
存
す
る
最
も
古
い
文
字
文
献
が
発
生
し
て
か
ら
南
北
朝
、
隋
代
以
前
ま
で
」）

語
の
出
自
が
唐
・
宋
・
元
で
あ
る

語
の
出
自
が
明
・
清
で
あ
る

の
三
類
に
分
類
し
て（

５
）、

考
察
を
行
わ
れ
て
い
る
。

そ
れ
以
外
の
殆
ど
の
先
行
研
究
は
採
録
さ
れ
た
白
話
語
彙
の
識
別
基
準
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。
た
だ
、
参
照
書
と
し
て
白

話
小
説
『
水
滸
伝
』
と
唐
話
辞
書
（「
唐
話
纂
要
」「
忠
義
水
滸
伝
解（
６
）」「
忠
義
水
滸
伝
抄
訳（
７
）」
な
ど
）
の
頻
用
が
目
立
つ
。「
忠
義
水
滸

伝
解
」「
忠
義
水
滸
伝
抄
訳
」
は
書
名
が
表
す
通
り
、
収
録
さ
れ
て
い
る
語
彙
は
『
水
滸
伝
』
か
ら
抄
記
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
し
て

「
唐
話
纂
要
」「
唐
話
便
用
」「
唐
訳
便
覧
」
な
ど
一
連
の
岡
島
冠
山
（
延
宝
二
年
︹
一
六
七
四
︺
~
享
保
十
三
年
︹
一
七
二
八
︺）
編
纂

の
唐
話
辞
書
は
、
周
知
の
如
く
、
文
言
と
白
話
と
が
混
在
し
て
い
る
。
ま
た
、「
唐
話
纂
要
」
の
語
彙
の
出
拠
は
白
話
小
説
の
ほ
か
に
、

「
書
物
に
拠
ら
ず
、
編
者
の
唐
話
の
能
力
や
知
識
に
基
づ
い
た
語
彙
、
つ
ま
り
岡
島
冠
山
が
長
崎
で
の
唐
通
事
時
代
に
身
に
つ
け
た
語

彙
」
も
認
め
ら
れ
る
と
、
奥
村
佳
代
子
氏
は
指
摘
す
る（

８
）。

白
話
小
説
や
唐
話
辞
書
を
語
彙
選
出
の
基
準
と
し
て
提
示
す
る
の
は
差
し
支
え
な
い
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
不
十
分
で
あ
り
、
か
つ
、

利
用
す
る
に
あ
た
っ
て
、
文
言
、
方
言
（
岡
島
冠
山
の
専
門
は
「
南
京
口
」
で
あ
る
と
い
う
）
な
ど
の
要
素
を
取
り
除
く
必
要
が
あ
る
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と
推
測
さ
れ
る
。

そ
れ
は
さ
て
お
き
、
石
崎
又
造
氏
は
日
本
に
お
け
る
漢
文
（
文
言
文
と
白
話
文
の
両
方
を
指
す
）
の
受
容
を
、
遣
隋
唐
使
時
代
、
五

山
の
禅
僧
の
入
宋
元
明
時
代
、
そ
し
て
長
崎
の
貿
易
港
を
通
じ
て
交
通
し
た
鎖
国
時
代
三
百
年
間
、
の
三
期
に
分
け
る
。
そ
の
上
で
、

「
俗
語
」、
つ
ま
り
白
話
に
つ
い
て
、

支
那
の
俗
語
は
初
め
て
平
安
末
か
ら
足
利
時
代
に
亘
っ
て
輸
入
せ
ら
れ
、
殊
に
五
山
の
禅
僧
に
よ
っ
て
紹
介
せ
ら
れ
、
次
第
に
漢

文
や
日
常
の
文
書
に
も
間
々
使
用
せ
ら
れ
る
に
至
っ
た
が
、
未
だ
彼
の
土
の
白
話
小
説
を
読
む
に
は
ほ
ど
遠
き
も
の
が
あ
っ
た（

９
）。

と
述
べ
て
い
る
。
唐
代
か
そ
れ
以
前
を
出
典
と
す
る
白
話
語
彙
は
早
い
時
期
に
既
に
渡
来
し
、
漢
語
と
し
て
定
着
し
て
お
り
、
馬
琴
な

ど
江
戸
の
人
に
白
話
語
彙
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
な
い
可
能
性
が
あ
る
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
そ
こ
で
、『
新
編
水
滸
画
伝
』
に
使

用
さ
れ
て
い
る
語
彙
を
例
に
、
具
体
的
に
考
察
し
て
み
る
。

三
、『
新
編
水
滸
画
伝
』
の
使
用
語
彙
か
ら
見
た
白
話
語
彙
の
識
別
基
準

こ
こ
で
は
ま
ず
『
新
編
水
滸
画
伝
』
に
つ
い
て
簡
単
に
説
明
し
て
お
く
。『
新
編
水
滸
画
伝
』
は
『
水
滸
伝
』
の
翻
訳
に
、
挿
絵
を
加

え
て
長
編
読
本
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
全
九
編
九
十
一
冊
あ
る
が
、
馬
琴
が
関
わ
っ
た
の
は
初
編
十
巻
十
一
冊
（
文
化
二
年
︹
一
八
〇

五
︺
~
同
四
年
、
盛
文
堂
・
衆
星
閣
合
刻
）
の
み
で
、
二
編
以
下
は
高
井
蘭
山
訳
。
馬
琴
は
執
筆
を
断
念
し
た
理
由
を
書
肆
と
の
ト
ラ

ブ
ル
に
帰
し
た
が（

（1
（

、
そ
れ
に
対
し
て
疑
い
を
抱
く
人
も
少
な
く
な
い
。
と
も
あ
れ
、『
画
伝
』
の
名
声
を
後
世
ま
で
響
か
せ
た
原
因
は
、

葛
飾
北
斎
に
よ
る
挿
絵
の
ほ
か
に
、
馬
琴
の
翻
訳
の
功
績
に
も
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
（
高
井
蘭
山
の
訳
は
先
行
す
る
『
水
滸
伝
』

翻
訳
物
・
通
俗
本
『
通
俗
忠
義
水
滸
伝
』
と
ほ
ぼ
同
じ
と
言
わ
れ
る（

（1
（

）。
よ
っ
て
、
こ
こ
で
は
初
編
の
み
を
対
象
と
し
、『
画
伝
』
と
略

称
す
る
。

引
用
に
際
し
、『
水
滸
伝
』
の
本
文
は
、
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
桜
山
文
庫
蔵
馬
琴
旧
蔵
和
刻
本
『
忠
義
水
滸
伝（
（1
（

』、『
画
伝
』
は
国
文

学
研
究
資
料
館
蔵
本
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/ 200015541/

）
に
依
拠
す
る
。『
今
昔
物
語
集
』『
保
元

物
語
』
な
ど
の
用
例
は
、
特
に
出
典
を
示
さ
な
い
限
り
、『
日
本
古
典
文
学
全
集
』
を
使
用
す
る
（
傍
訓
は
適
宜
省
略
し
た
）。
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世
文
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の
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『
画
伝
』
に
は
六
朝
期
の
文
献
（
楽
府
詩
）
に
初
出
す
る
と
思
わ
れ
る
語
彙
一
例
と
、
唐
代
文
献
に
初
出
す
る
と
推
測
さ
れ
る
語
彙
二

百
五
十
一
例
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
は
六
朝
期
の
一
例
「
爺
娘
」
で
あ
る
。

⑴
爺ふ

ぼ娘
（︻
画
伝
︼
巻
之
八
）

楽
府
詩
「
木
蘭
詩
」
の
「
旦
辞
爺
孃
去
、
暮
宿
黄
河
辺
。
不
聞
爺
孃
喚
女
声
、
但
聞
黄
河
流
水
鳴
（
朝
に
父
母
に
別
れ
を
告
げ
て
去

り
、
暮
れ
に
は
黄
河
の
辺
に
野
宿
す
る
。
父
母
が
娘
を
呼
ぶ
声
は
聞
こ
え
ず
、
た
だ
黄
河
の
流
水
が
鳴
る
の
だ
け
が
聞
こ
え
る
）」
が
出

典
で
あ
ろ
う
当
該
語
彙
は
、
表
記
こ
そ
異
な
る
（「
耶
」
と
「

」
は
い
ず
れ
も
「
爺
」
の
異
体
字
）
が
、
江
戸
以
前
の
文
献
『
性
霊

集
』『
三
国
伝
記
』
な
ど
に
散
見
す
る
。

天
子
剃
頭
献
仏
駄
。
耶
嬢
割
愛
奉
能
仁
。 

（
平
安
時
代
初
期
空
海
の
漢
詩
文
集
『
性
霊
集
』
巻
一
）

村
南
を
訪
へ
ば
児
は

嬢
を
失
ひ
て
悲
し
み
。 

（
室
町
中
期
の
説
話
集
『
三
国
伝
記（
（1
（

』）

次
に
、
唐
詩
、
伝
奇
小
説
『
遊
仙
窟
』
に
初
出
す
る
と
推
測
さ
れ
る
二
百
三
十
二
語
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
二
例
ず
つ
列
挙
し
て
考
察
を

試
み
る
。

⑵
尋よ
の
つ
ね常
（︻
画
伝
︼
巻
之
一
）

劉
禹
錫
の
あ
の
人
口
に
膾
炙
す
る
名
詩
「
烏
衣
巷
」「
旧
時
王
謝
堂
前
燕
、
飛
入
尋
常
百
姓
家
（
昔
王
氏
、
謝
氏
の
屋
敷
の
堂
前
に
巣

を
か
け
て
い
た
燕
は
、
今
は
普
通
の
庶
民
の
家
に
飛
び
込
ん
で
い
る
）」
を
出
典
と
し
、『
画
伝
』
で
は
「
よ
の
つ
ね
」
と
読
ま
れ
て
い

る
。
平
安
末
期
の
古
辞
書
『
色
葉
字
類
抄（
（1
（

』
に
「
尋ヨ
ノ
ツ
ネ常
シ
ム
シ
ヤ
ウ
」
と
あ
り
、
同
じ
読
み
が
伊
京
本
、
明
応
本
、
天
正
本
、
饅
頭
屋
本
、

黒
本
本
、
易
林
本
『
節
用
集（
（1
（

』
に
も
見
ら
れ
る
。
用
例
と
し
て
、
次
の
『
今
昔
物
語
集
』
や
『
保
元
物
語
』、『
徒
然
草
』
な
ど
江
戸
以

前
の
文
学
作
品
が
挙
げ
ら
れ
る
。

南み
な
み
ひ
む
が
し
東
ヨ
リ
、
此こ

ノ
五ご
せ
ち
ど
こ
ろ

節
所
ノ
方か
た

ニ
押お
し
こ
り凝
テ
来き

タ
ル
ヲ
見み

レ
バ
、
一ひ
と
り人
ト
シ
テ
尋じ
ん
じ
や
う常
ナ
ル
者も

ノ
無な

シ
。

 

（
平
安
後
期
の
説
話
集
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
二
十
八
）

上じ
や
う
だ
う道
に
は
供ぐ

ぶ奉
の
人
々
処と
こ
ろ
ど
こ
ろ々

に
従
ひ
、
王わ
う
じ子

王わ
う
じ子
の
馴な
れ
こ
ま
ひ

子
舞
、
尋よ
の
つ
ね常
な
ら
ぬ
旅
の
粧
よ
そ
ほ
ひ

を
つ
か
さ
ど
り
。

 
（
鎌
倉
時
代
初
期
の
軍
記
物
語
『
保
元
物
語
』
上
）

お
の
れ
づ
な
ほ
な
ら
ね
ど
、
人
の
賢け
ん

を
見
て
う
ら
や
む
は
尋よ
の
つ
ね常
な
り
。 
（
鎌
倉
時
代
後
期
の
随
筆
『
徒
然
草
』
第
八
十
五
段
）
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⑶
筆ふ
で
た
て架
（︻
画
伝
︼
巻
之
二
）

出
典
は
杜
甫
の
「
題
柏
大
兄
弟
山
居
屋
壁
二
首
」
詩
「
筆
架
霑
牕
雨
、
書
籖
映
隙
曛
（
筆
掛
け
が
窓
か
ら
入
っ
て
き
た
雨
に
濡
れ
ら

れ
、
栞
に
は
隙
間
か
ら
差
し
込
む
夕
日
の
余
光
を
映
す
）」
で
あ
ろ
う
。
江
戸
以
前
の
文
学
作
品
に
こ
そ
用
例
が
見
当
た
ら
な
い
が
、
文

明
本
、
伊
京
本
、
明
応
本
、
天
正
本
、
饅
頭
屋
本
、
黒
本
本
、
易
林
本
『
節
用
集
』
で
は
確
認
で
き
る
。
た
だ
し
、
い
ず
れ
も
「
ひ
つ

か
」
と
音
読
み
さ
れ
、『
日
葡
辞
書（
（1
（

』
に
も
「Ficca.Fudeuo m

otasurudǒ gu

（
ひ
つ
か
、
筆
を
持
た
す
る
道
具
）」
と
あ
る
。「
筆
架
」

は
本
来
筆
掛
け
の
意
だ
が
、
馬
琴
は
「
ふ
で
た
て
」
と
読
む
。『
節
用
集
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
語
彙
で
あ
る
た
め
、
馬
琴
が
そ
の
意
味

を
知
ら
な
い
と
は
考
え
難
く
、「
ふ
で
た
て
」
の
意
味
を
広
く
と
っ
た
か
、
或
い
は
単
な
る
書
き
間
違
い
で
あ
る
可
能
性
も
想
定
さ
れ

る
。
後
の
『
和
英
語
林
集
成
』
初
版
、
再
版
、
三
版
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ

Fude-nose. 

フ
デ
ノ
セ　

筆
架
（hikka.

）n. A
 pen-rack

（
初
版
）

Fude-kake. 

フ
デ
カ
ケ　

筆
架　

n. A
 pen-rest

／Fude-nose. 

フ
デ
ノ
セ　

筆
架
（hikka.

）n. A
 pen-rack

（
再
版
）

Fude-kake. 

フ
デ
カ
ケ　

筆
架　

n. A
 pen-rest

／Fude-nose. 

フ
デ
ノ
セ　

筆
架
（hikka.

）n. A
 pen-rack

（
三
版
）

と
記
す
。

⑷
對た
い
め
ん面

︻
画
伝
︼（
巻
之
一
）
張
天
師
は
今
い
づ
く
に
在い
ま

す
、
は
や
く
對た
い
め
ん面
い
た
す
べ
し
と
い
へ
ば
︙

︻
水
滸
︼（
第
一
回
）
太
尉
便
問
、
天
師
今
在
何
處
。

　
　
　
　
　
　
　
　

太
尉
は
早
速
尋
ね
ま
す
、「
天
師
様
は
今
ど
こ
に
お
ら
れ
る（

（1
（

。」

「
対
面
」
に
は
、「
①
面
対
面
、
②
会
面
、
③
対
過
、
迎
面
」
な
ど
の
意
味
が
あ
る
が
、『
画
伝
』
の
文
脈
を
鑑
み
る
に
、
こ
こ
で
は
明

ら
か
に
②
「
会
面
（
顔
を
合
わ
せ
る
、
面
会
す
る
）」
の
義
で
使
わ
れ
て
い
る
。
同
じ
意
味
で
の
用
例
は
、『
遊
仙
窟
』
の
「
向
見
称
揚
、

謂
言
虚
假
。
誰
知
対
面
、
恰
是
神
仙
（
さ
き
ほ
ど
散
々
褒
め
ち
ぎ
る
の
を
聞
か
さ
れ
て
、
嘘
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
図
ら
ず
も

お
目
に
か
か
っ
た
と
こ
ろ
、
ま
る
で
仙
人
で
す
）」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
天
正
本
、
易
林
本
、
饅
頭
屋
本
『
節
用
集
』
に
は
「
對タ
イ
メ
ン面

」
と
あ

る
の
み
だ
が
、『
日
葡
辞
書
』
で
は
「Taim

en.Vom
oteni m

ucǒ  （
た
い
め
ん
、
面
に
向
か
ふ
）
互
い
に
面
会
す
る
こ
と
、
ま
た
は
、
わ

ざ
わ
ざ
人
と
会
っ
た
り
、
出
会
っ
た
り
す
る
こ
と
。
例
、Fitoni taim

en suru

（
人
に
対
面
す
る
）」
と
説
明
す
る
。『
宇
治
拾
遺
物
語
』
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や
『
十
訓
抄
』
な
ど
に
多
く
の
用
例
が
見
ら
れ
る
。

い
づ
く
へ
お
は
す
る
ぞ
。
み
づ
か
ら
対
面
し
て
聞
え
ん
と
思
ふ
事
の
あ
る
に
、
か
し
こ
く
あ
ひ
給
へ
り
と
い
ふ
。

 

（
鎌
倉
前
期
成
立
と
推
定
さ
れ
る
説
話
物
語
集
『
宇
治
拾
遺
物
語
』
巻
第
十
五
）

か
の
所
へ
お
は
し
て
、
こ
の
僧
に
対
面
し
て
、
物
語
し
給
ひ
け
る
が
︙ 

（
鎌
倉
時
代
の
説
話
集
『
十
訓
抄
』
第
七
ノ
二
）

⑸
元ぐ
わ
ん
ら
い来

／
元も
と
よ
り来

︻
画
伝
︼（
巻
之
二
） 
よ
り
て
御
身
を
小し
よ
う蘇そ

學が
く

士し

と
い
ふ
人
の
許
へ
。
た
の
み
遣
す
べ
く
思
ふ
な
り
こ
の
人
は
元ぐ
わ
ん
ら
い来

手
び
ろ
く
。
權け
ん
も
ん門

の
縉れ
き
〳紳〵
へ
出い
で
い
り入
し
給
ふ
ゆ
ゑ
に
。
よ
く
心
を
小こ
め

て
そ
の
家
に
奉ほ
う
こ
う公
せ
ば
。
遠と
ほ
か

ら
ず
出り
つ
し
ん身
の
便た
よ
り

も
あ
ら
ん
。

︻
水
滸
︼（
第
二
回
）
我
轉
薦
足
下
與
小
蘇
學
士
處
、
久
後
也
得
箇
出
身
。

　
　
　
　
　
　
　
　

あ
な
た
を
小
蘇
學
士
さ
ま
の
處
に
推
薦
す
れ
ば
、
い
ず
れ
は
出
世
す
る
機
会
を
得
ら
れ
る
か
と
思
う
。

「
元
来
」
と
い
う
語
彙
は
、『
画
伝
』
全
体
に
お
い
て
少
な
く
と
も
十
三
回
も
出
現
し
て
い
る
。
右
に
引
用
し
た
巻
之
二
の
用
例
か
ら

巻
之
七
ま
で
の
九
回
に
は
「
ぐ
わ
ん
ら
い
」
と
の
訓
が
施
さ
れ
、
巻
之
八
以
降
の
四
回
は
全
て
「
も
と
よ
り
」
と
読
ま
れ
て
い
る
。
こ

の
傍
訓
の
変
化
に
つ
い
て
は
次
節
に
て
述
べ
る
こ
と
に
す
る
が
、
十
三
例
は
全
て
同
じ
「
当
初
、
本
来
」
の
義
で
使
わ
れ
て
い
る
。
早

い
例
は
『
遊
仙
窟
』
の
「
元
来
不
見
、
他
自
尋
常
。
無
故
相
逢
、
却
交
煩
悩
（
元
々
お
会
い
し
な
け
れ
ば
、
何
事
も
な
か
っ
た
。
は
か

ら
ず
も
め
ぐ
り
逢
っ
た
の
で
、
却
っ
て
煩
悩
が
起
こ
り
ま
し
た
）」
に
見
え
る
。
文
明
本
、
饅
頭
屋
本
、
易
林
本
『
節
用
集
』
で
も
「
も

と
よ
り
」
と
傍
訓
し
、
用
例
と
し
て
『
曽
我
物
語
』『
太
平
記
』
な
ど
が
枚
挙
で
き
る
。

虎
と
申
す
遊
君
は
、
母
は
、
元ぐ
わ
ん
ら
い来

、
平ひ
ら
つ
か塚
の
宿し
ゆ
く

の
者
な
り
。

 

（
鎌
倉
末
期
か
ら
南
北
朝
時
代
に
成
立
と
さ
れ
る
軍
記
物
語
『
曽
我
物
語
』
巻
第
五
）

楠
は
元も
と
よ
り来
策
は
か
り
ご
と

を
帷ゐ
ち
や
う帳
の
中
に
運め
ぐ

ら
し
て
、
勝
つ
事
を
千
里
の
外
に
決
せ
ん
と
︙

 

（
室
町
時
代
の
軍
記
物
語
『
太
平
記
』
巻
第
三
）

以
上
の
考
察
か
ら
、
六
朝
文
献
、
唐
詩
、
伝
奇
小
説
『
遊
仙
窟
』
を
出
典
と
す
る
語
彙
は
、
確
か
に
江
戸
以
前
の
文
献
に
既
に
そ
の

姿
が
見
え
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
り
、
従
っ
て
、
馬
琴
が
白
話
語
彙
だ
と
認
識
し
て
い
な
い
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
な
が
ら
、
次
の
よ
う
な
例
外
も
あ
る
こ
と
は
無
視
で
き
な
い
。
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⑹
工ひ

ま夫
︻
画
伝
︼（
巻
之
十
） 

李
小
二
又
い
ふ
や
う
。
恩
人
只
疑う
た
が

ひ
を
休や
め

て
赴お
も
む

き
給
へ
、
今
よ
り
わ
が
家い
へ

遠と
ほ

く
離は
な

れ
て
。
毎ひ
ご
と日
に
見ま
み

え
が
た

き
を
憂う
れ
ふ

る
の
み
。
さ
れ
ど
い
く
程ほ
ど

も
な
く
工ひ

ま夫
を
得え

ば
。
ゆ
き
て
訪と

ひ
ま
ゐ
ら
す
べ
し
と
い
ひ
つ
ゝ
。

︻
水
滸
︼（
第
十
回
） 

李
小
二
道
、
恩
人
休
要
疑
心
、
只
要
没
事
便
好
了
。
只
是
小
人
家
離
得
逺
了
、
過
幾
時
、
那
工
夫
來
望
恩
人
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 

李
小
二
が
答
え
ま
す
。「
恩
人
様
が
お
疑
い
に
な
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
よ
、
何
事
も
な
け
れ
ば
そ
れ
で
い
い

じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
か
。
た
だ
わ
た
く
し
の
家
が
遠
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
、
そ
の
う
ち
暇
を
見
つ
け
て
恩
人
様

を
伺
い
に
ま
い
り
ま
す
よ
。」

「
工
夫
」
は
現
代
日
本
語
で
も
よ
く
「
良
い
方
法
を
見
出
そ
う
と
し
て
色
々
考
え
を
め
ぐ
ら
す
こ
と
。
ま
た
、
そ
の
方
法
、
手
段
」
と

い
う
意
味
で
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
元
稹
「
琵
琶
」
詩
「
使
君
自
恨
常
多
事
、
不
得
工
夫
夜
夜
聽
（
使
君
は
一
人
で
い
つ
も
忙
し
い
の

を
残
念
に
思
い
、
夜
な
夜
な
︹
琵
琶
の
演
奏
を
︺
聞
く
ひ
ま
を
得
な
い
）」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
中
国
語
で
は
さ
ら
に
単
に
暇
な
時
間

を
指
す
場
合
も
あ
る
。『
水
滸
伝
』
の
当
該
部
分
は
ま
さ
し
く
こ
の
意
味
で
使
わ
れ
て
お
り
、
馬
琴
が
忠
実
に
訳
し
た
こ
と
が
見
て
取
れ

る
。
と
こ
ろ
が
、
江
戸
以
前
の
饅
頭
屋
本
、
黒
本
本
、
易
林
本
『
節
用
集
』
や
、
享
保
二
年
（
一
七
一
七
）
刊
の
『
書
言
字
考
節
用
集（
（1
（

』

な
ど
で
は
い
ず
れ
も
「
ク
フ
ウ
」
と
読
み
、『
日
葡
辞
書
』
で
も
「C

ufù.

考
究
す
る
こ
と
。C

ufùsuru

（
工
夫
す
る
）
熟
慮
思
案
す
る
、

ま
た
は
、
考
究
す
る
こ
と
」
と
説
明
す
る
。「
ひ
ま
」
と
い
う
意
味
で
使
う
用
例
は
、
管
見
の
限
り
見
当
た
ら
ず
、
唐
話
辞
書
に
わ
ず
か

な
が
ら
そ
の
解
説
が
見
え
る
程
度
で
あ
る
。
例
え
ば
、

工ひ

ま夫
来　

去
ト
同
シ 

（
岡
白
駒
の
講
義
録
「
水
滸
伝
訳
解
」、
開
講
時
期
は
享
保
十
二
年
︹
一
七
二
七
︺
頃
と
さ
れ
る（

（1
（

）

工コ
ン
フ
ウ夫　

閑
隙
也
空
夫
ノ
省
畫
ナ
リ 

（
前
出
「
忠
義
水
滸
伝
解
」
宝
暦
七
年
︹
一
七
五
七
︺
刊
）

で
あ
る
。
と
い
う
こ
と
は
、「
ひ
ま
」
と
い
う
意
味
の
「
工
夫
」
は
近
世
に
な
っ
て
か
ら
日
本
に
も
た
ら
さ
れ
、
使
用
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
語
彙
で
あ
り
、
近
世
期
の
人
々
が
白
話
語
彙
と
し
て
扱
っ
て
い
た
可
能
性
は
十
分
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、『
画
伝
』
に
は
唐
詩
、『
遊
仙
窟
』
の
ほ
か
に
、
唐
の
随
筆
、
説
話
集
、
敦
煌
変
文
な
ど
に
初
出
す
る
と
思
わ
れ
る
語
彙
（
全

十
九
語
）
も
確
認
で
き
た
。
例
え
ば
次
の
「
荘
客
」「
連
忙
」「
困
倦
」「
對
手
」「
倘
若
」「
放
慢
」
な
ど
で
あ
る
。
十
九
語
を
諸
辞
書
、

文
学
作
品
な
ど
と
照
合
し
た
と
こ
ろ
、『
画
伝
』
以
外
に
用
例
を
見
出
せ
な
い
語
彙
を
除
け
ば
、
い
ず
れ
も
江
戸
以
降
の
文
献
に
し
か
存

日
本
近
世
文
学
に
お
け
る
白
話
語
彙
の
識
別
基
準
に
関
す
る
考
察
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在
が
認
め
ら
れ
な
い
。

⑺
荘し
も
べ客

（︻
画
伝
︼
巻
之
二
）
／
荘め
し
つ
か
ひ客

（︻
画
伝
︼
巻
之
三
）

は
じ
め
て
背う
し
ろ後
を
見
か
へ
る
に
。
片か
た
も
ひ埦
は
逃に
げ
ま
よ迷
ふ
。
荘ひ
や
く
せ
う
ば
ら

客
們
に
抑よ
く
り
う留
せ
ら
れ
て
。 

（
江
戸
後
期
馬
琴
読
本
『
皿
皿
郷
談
』
巻
一
）

箭
五
郎
は
こ
ゝ
ろ
得
て
、
旅や
ど
の亭
主あ
る
じ人
に
よ
し
を
示
し
て
、
猛に
は
か

に
四あ
た
り下
の
荘ひ
や
く
せ
う客
を
、
傭や
と

ふ
て
韓
櫃
を
舁か
ゝ

し
け
り
。

 

（
江
戸
後
期
馬
琴
読
本
『
近
世
説
美
少
年
録
』
第
三
輯
第
二
十
二
回
）

⑻
連あ
は
て忙ゝ

（︻
画
伝
︼
巻
之
四
）

寺
中
の
人
々
、『
院ゐ
ん
じ
ゆ主
こ
そ
鬼
に
な
り
給
ひ
つ
れ
』
と
、
連あ
わ
た
だ
し
く
に
げ

忙
逃
さ
り
ぬ
る
の
ち
は
、
夜よ
な
よ
な々

里
に
下
り
て
人
を
驚お

ど殺
し
。

 

（
江
戸
後
期
上
田
秋
成
読
本
『
雨
月
物
語
』
巻
之
五
「
青
頭
巾
））

浩か
ゝ
る
と
こ
ろ

処
に
濱は
ま
て壇
の
望と
ほ
み子

。
連あ
は
た忙ゝ
し
く
走は
し

り
来
て
。 

（
江
戸
後
期
馬
琴
読
本
『
椿
説
弓
張
月
』
前
篇
巻
之
三
）

⑼
困く
た
び
れ倦

（︻
画
伝
︼
巻
之
九
）

講
説
に
及
ぶ
時
は
、
尚
更
繁
雑
を
覚
え
て
、
困
倦
益
甚
し
。 

（
江
戸
後
期
の
儒
学
者
広
瀬
淡
窓
の
随
筆
「
約
言
或
問
」
十
七
）

⑽
對あ
ひ
て手
（︻
画
伝
︼
巻
之
十
）

你な
ん
ぢ

は
名な

も
な
き
下げ
せ
う将

。
わ
が
紀き

霊れ
い

将せ
う
ぐ
ん軍
の
對あ
い

手て

に
あ
ら
ず
。 

（
江
戸
後
期
池
田
東
籬
読
本
『
絵
本
通
俗
三
国
志
』
初
編
巻
之
十
）

⑾
倘ま
ん
い
ち若
（︻
画
伝
︼
巻
之
三
）
︙
他
出
例
な
し

⑿
放こ
こ
ろ
ゆ
る
み慢
（︻
画
伝
︼
巻
之
八
）
︙
他
出
例
な
し

以
上
の
例
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、
日
本
近
世
文
学
に
お
い
て
白
話
語
彙
研
究
を
す
る
場
合
は
、
主
に
白
話
文
学
作
品
を
出
典
と
す

る
語
彙
を
メ
イ
ン
と
す
べ
き
だ
が
、
四
大
奇
書
や
三
言
二
拍
で
頻
用
さ
れ
る
、
唐
代
史
料
・
伝
奇
小
説
（『
遊
仙
窟
』
を
除
く
）・
敦
煌

変
文
な
ど
を
初
出
と
す
る
語
も
、
対
象
に
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

最
後
に
、
こ
の
識
別
基
準
に
基
づ
き
『
画
伝
』
中
の
白
話
語
彙
を
抽
出
し
、
ま
ず
そ
の
分
布
状
況
と
特
徴
を
確
か
め
る
。
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四
、『
画
伝
』
に
見
ら
れ
る
白
話
語
彙
の
特
徴

『
画
伝
』
各
巻
の
漢
語
語
彙
（
漢
字
で
書
か
れ
た
語
彙
）、
白
話
語
彙
を
具
体
的
に
数
字

で
示
せ
ば
︻
分
布
表
︼
の
通
り
に
な
る
。
語
彙
を
採
り
上
げ
る
に
あ
た
っ
て
、
人
名
・
地

名
な
ど
の
特
殊
語
彙
を
除
い
て
一
般
語
彙
を
対
象
と
し
た
。
白
話
語
彙
の
利
用
率
は
執
筆

が
進
む
に
つ
れ
ほ
ぼ
増
加
す
る
一
方
で
あ
る
こ
と
は
一
見
し
て
明
ら
か
で
あ
る
。

ま
た
、『
画
伝
』
後
半
部
分
に
な
る
と
、
二
文
字
の
単
語
に
と
ど
ま
ら
ず
、
次
の
よ
う
な

長
い
単
語
や
修
飾
語
を
伴
う
語
（
傍
線
を
附
し
た
箇
所
）
も
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

か
つ
、
そ
の
数
は
巻
を
重
ね
る
に
つ
れ
、
次
第
に
増
え
て
い
く
こ
と
が
見
受
け
ら
れ
る
。

︻
画
伝
︼

（
巻
之
五
） 

漢を
と
こ

子
は
こ
の
光あ
り
さ
ま景
を
見
て
。
不さ

い
さ
き
よ
か
ら
ず

是
頭
と
思
ひ
し
か
ば
。
檐に
を
け桶
を
挑か
つ
ぎ

て
走は
し

り
去さ

ら
ん
と
す
る
處と
こ
ろ

を
︙
。

（
巻
之
六
） 

魯
智
深
は
し
ば
し
停た
た
ず
み立
て
あ
り
け
れ
ど
も
。
と
か
く
門も
ん

を
ひ
ら
か
ざ
れ
ば
。

大
に
焦い
ら
だ
ち燥
。
こ
の
直た

わ
け
た
る
ぼ
う
ず

娘
的
禿
驢
ど
も
。

（
巻
之
七
） 

魯
智
深
は
背う
し
ろ後
に
脚あ

し
お
と

歩
響
す
る
を
聞き

け
れ
ど
も
。
見
か
へ
る
に
遑い
と
ま

な
く
。

既す
で

に
そ
の
人ひ
と
か
げ影
ち
か
づ
く
を
見
て
。
暗や

み
う
ち
の
ひ
と

筭
的
人
あ
り
と
叫さ
け

ぶ
。

（
巻
之
八
） 

張
三
李
四
が
徒
は
智
深
を
見
る
毎
に
。
匾ひ

ら
た
く
な
り

々
的
伏
て
是
を
敬
ひ
。

　
　
　
　

 

夥あ
ま
た

の
奸た

わ
れ
を
ね
じ
け
び
と

誰
不
及
的
が
。
わ
り
な
く
拖ひ
き
と
め住
ま
ゐ
ら
せ
て
。

　
　
　
　

  

屈か
ゞ
み

て
小し
よ
う
じ
ん人
の
下し
た

に
沈し
づ
み
は
て在

。
今
こ
の
腌い

ま
い
ま
し
き
き
し
よ
く

臜

的
氣
を
受う
く

。
是こ
れ

大
な
る
不ふ
く
う幸

な
ら
ず
や
と
い
ふ
。

（
巻
之
九
） 

こ
れ
は
是こ

れ
し
す
べ
き

該
死
的
の
罪つ

み犯
な
り
か
し
と
い
ふ
に
。
林
冲
が
告ま
う

す
や
う
。
小そ

れ
が
し人

元も
と
よ
り来

麄う
つ
け
き
も
の
ゝ
ふ

鹵
的
軍
漢
な
り
と
い
へ
ど
も
。

日
本
近
世
文
学
に
お
け
る
白
話
語
彙
の
識
別
基
準
に
関
す
る
考
察

135

『画伝』各巻白話語彙の分布表（重複語彙を含まない）

後帙 前帙 画
伝巻之十 巻之九 巻之八 巻之七 巻之六 巻之五 巻之四 巻之三 巻之二 巻之一 楔子

273 343 265 308 342 317 297 259 374 380 110
漢
語
語
彙

164 176 142 134 150 118 139 78 126 50 14
白
話
語
彙

60.0% 51.3% 53.6% 43.5% 43.9% 37.2% 46.8% 30.1% 33.7% 13.2% 12.7% 割
合



　
　
　
　

  

明あ

す日
よ
り
女む
す
め兒
と
錦き
ん
じ兒
を
引
と
り
。
不と

に
も
か
く
に
も

揀
怎
的
三
五
年
。
養
や
し
な
は

ん
事
い
と
易や
す

し
。

　
　
　
　

  

寫て
を
か
く
ひ
と

文
書
的
人
を
尋た
づ
ね
き來
さ
せ
。
一ひ
と

張は
り

の
紙か
み

を
沽か
ひ

て
。
か
く
ぞ
寫
し
た
ゝ
め

さ
せ
た
り
け
る
。

　
　
　
　

  

前ゆ
く
さ
き頭
の
大お

ほ
ま
つ
ば
や
し
も
の
す
こ
き
の
は
ら

松
林
猛
悪
去
処
に
到い
た

り
て
。
彼か
れ

を
結う
し
な
は果
ん
は
容い
と
や
す易
け
ん
と
い
ひ
を
は
り
。
彼か
の

金き
ん
す子
を
収か
さ

了め

つ
ゝ
。

（
巻
之
十
） 
林
教
頭
わ
れ
久
し
く
芳か
う
ば

し
き
名な

を
聞き
ゝ

つ
る
が
。
端ま

さ
に
よ
き
を
の
こ

的
好
男
子
ぞ
か
し
お
も
ふ
に
高
太
尉
の
爲
に
陥
お
と
し
い

ら
れ
て
。

　
　
　
　

  
こ
の
堂だ
う

は
營や
し
き
う
ち中

第だ
い
ゝ
ち一
の
好よ
き
と
こ
ろ處
に
し
て
省き

を
つ
か
わ
ざ
る
つ
と
め

氣
力
的
勾
當
な
り
。

　
　
　
　

  

倘も
し

衣い

服ふ
く

の
汚よ
ご

れ
破や
ぶ

れ
た
る
も
あ
ら
ば
。
わ
が
家い
へ

に
拿も
て
き來

給
へ
。
漿そ

ゝ
ぎ
あ
ら
ひ洗

縫ぬ
ひ
つ
く
ろ
い補

て
進ま
ゐ

ら
せ
候
は
ん
と
て
。

　
　
　
　

  

し
か
れ
ど
も
管く
わ
ん
ゑ
い
さ
い
は
つ

營
差
撥
は
其そ
の

人
を
認み
し

ら
ず
。
ま
づ
よ
き
に
講ゑ

し
ゃ
く

了
禮
し
て
。
さ
て
名み
や
う
じ字
を
問と
へ

ば
。

馬
琴
の
読
本
に
は
漢
語
が
豊
富
に
使
用
さ
れ
、
ま
た
漢
語
自
体
に
も
特
殊
な
も
の
が
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
は
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
は
決
し
て
突
如
と
し
て
起
こ
っ
た
現
象
で
は
な
く
、
も
し
か
す
る
と
こ
の
よ
う
に
白
話
小
説
の
語
彙
を
流
用
、
模
倣
す

る
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

最
後
は
傍
訓
の
付
け
方
に
関
す
る
考
察
で
あ
る
。
前
節
に
お
い
て
少
し
触
れ
た
よ
う
に
、『
画
伝
』
で
は
同
じ
語
彙
で
も
巻
を
重
ね
る

に
つ
れ
て
読
み
に
変
化
が
見
え
る
場
合
が
存
在
す
る
。
例
え
ば
先
述
の
「
元
来
」
は
、
全
篇
に
わ
た
っ
て
全
て
同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ

て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
巻
之
七
ま
で
は
「
ぐ
わ
ん
ら
い
」
と
音
読
み
さ
れ
、
巻
之
八
以
降
は
「
も
と
よ
り
」
と
訓
じ
ら
れ
る
。
で
は
、

ほ
か
の
語
彙
か
ら
も
類
似
す
る
特
徴
が
見
出
せ
る
の
か
。
次
の
三
例
を
み
て
み
る
。

⑴
囉
唕

︻
画
伝
︼（
巻
之
三
） 

し
か
れ
ば
渠し
や

奴つ

ら等
わ
が
村
へ
も
来
た
り
て
。
囉そ
う
ど
う唕
さ
せ
ん
事
あ
る
ま
じ
き
に
あ
ら
ず
。

　
　
　

 

（
巻
之
五
） 

わ
れ
往さ
き

に
も
い
へ
る
如
く
。
彼
今
は
此ち
と

の
囉
や
か
ま
し
き
こ
と

唕
あ
り
と
い
ふ
と
も
。
後の
ち

に
は
か
な
ら
ず
正ぶ
つ
く
わ果
を
得
ん
。

　
　
　

 

（
巻
之
七
） 

時を
り
〳
〵
ち
か
ら
は
ざ
す
る
と
も
が
ら

常
軍
健
們
。
或あ
る
ひ

は
外も
ん
ぐ
わ
い門
の
破い
た
づ
ら落
戸も
の

等ら

が
来き
た

り
て
馬う
ま

を
走は

せ
羊ひ
つ
じ

を
牽ひ
き

。
囉
も
の
さ
は
か
し
き
唕
こ
と
を
な
す
も
の
か

ら
。

　
　
　

 

（
巻
之
八
） 

前さ
き
の
ひ日

嶽
み
た
け
の

廟や
し
ろ

に
て
。
娘お
く
が
た子
を
囉さ
は
が唕
せ
し
︙

⑵
算
還

︻
画
伝
︼（
巻
之
四
） 

房や
ど
せ
ん銭
は
躊ゆ
ふ
べ昔
遺の
こ

り
な
く
算さ
ん
よ
う還
し
た
れ
ど
。
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（
巻
之
十
） 

ふ
た
ゝ
ひ
四
五
盃は
い

の
酒
を
喫の
み

て
。
酒さ
か

銭だ
い

を
算か
ん
じ
よ
う還
し
。

⑶
相
貌

︻
画
伝
︼（
巻
之
四
） 

彼
人
も
又
史
進
が
相さ
う
ぼ
う貌

堂だ
う
〳
〵々

と
し
て
。
好よ
き
を
の
こ漢
な
る
を
見
て
。
會ゑ
し
や
く釋
し
つ
。

　
　
　

 
（
巻
之
五
） 

御
身
が
年と

甲し

相か
つ
か
う貌
。
悉
こ
と
〴
〵

く
榜ふ
だ

の
面お
も
て

に
寫し
る

し
た
り
。

　
　
　

 

（
巻
之
五
） 

彼
の
出
家
せ
ん
と
い
ふ
人
を
見
る
に
。
形か
た
ち容

醜し
う
あ
く悪
と
し
て
見
に
く
ゝ
。
相か
ほ
ば
せ
き
や
う
ぐ
わ
ん

貌
兇
頑
と
し
て
お
そ
ろ
し
げ
な
り
。

　
　
　

 

（
巻
之
十
） 
つ
ら
〳
〵
這こ
や
つ厮
が
臉つ
ら

を
見
る
に
。
す
べ
て
餓が

き鬼
の
相さ
う
ぼ
う貌
あ
れ
ば
。

ル
ビ
は
概
ね
最
初
の
音
読
み
か
ら
意
味
解
説
の
よ
う
な
注
釈
へ
と
変
化
し
て
い
く
こ
と
が
わ
か
る
が
、
特
徴
は
こ
れ
の
み
と
は
限
ら

な
い
。
例
え
ば
⑵
の
「
算
還
」、
巻
之
四
で
は
古
語
の
「
さ
ん
よ
う
」
が
当
て
ら
れ
、
巻
之
十
で
は
俗
語
の
「
か
ん
じ
ょ
う
」
で
読
ま
れ

る
。
ま
た
⑶
の
「
相
貌
」
も
、
巻
之
四
の
例
で
は
四
字
熟
語
の
一
部
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
音
読
み
の
「
さ
う
ぼ
う
」
が
用
い
ら
れ
、
そ

の
後
は
俗
語
の
「
か
つ
か
う
」
と
古
語
の
「
か
ほ
ば
せ
」
が
使
用
さ
れ
る
。

傍
訓
に
つ
い
て
、『
画
伝
』
の
序
文
「
訳
水
滸
辯
」
に
は
次
の
よ
う
な
一
文
が
見
え
る
。

今
予
が
訳と
く

と
こ
ろ
は
︙
︙
只ひ
た
す
ら顧
婦
女
童
蒙
の
爲
に
解げ

し
や
す
き
を
宗む
ね

と
す
︙
︙
そ
の
傍つ
け
が
な訓
の
ご
と
き
に
至
て
は
。
音よ
み
ご
ゑ訓
に
管か
ゝ
は

ら
ざ

る
も
の
あ
り
。
譬た
と
へ

ば
詔じ
よ
う
し
よ書
を
読
て
勅ち
よ
く
し
よ書
と
し
、
僧
人
を
読
て
法
師
と
し
。
︙
︙
禅せ
ん
じ
や
う杖
を
読
て
鹿か
せ
づ
ゑ杖
と
し
。
︙
︙
金こ
ん
ご
う剛
を
読
て

二
王
と
し
。
嶽が
く
び
や
う廟
︙
︙
を
読
て
美み
た
け
の
や
し
ろ

嶽
神
社
と
し
。
人
氏
を
読
て
住ぢ
ん
に
ん人
と
し
、
商
議
を
読
て
談だ
ん
が
う合
と
す
る
の
類た
ぐ
ひ

。
枚か
ぞ
へ
あ
ぐ
る挙
に
遑い
と
ま

な

し
。
こ
れ
傍つ
け
が
な訓
は
字
の
注
な
り
。
し
か
せ
ざ
れ
ば
。
耳
に
聞
く
も
の
に
喩さ
と

し
が
た
し
。
且
唐も
ろ
こ
し山
の
俗
語
を
訳や
く

す
る
に
。
我
俚り

語ご

俗ぞ
く

語げ
ん

を
も
て
せ
ざ
れ
ば
平び
や
う

等と
う

せ
ず
。
又
和
名
の
な
き
物
あ
り
。
又
和わ
く
ん訓
の
施ほ
ど
こ

し
が
た
き
も
の
あ
り
。
そ
の
訳
す
べ
き
も
の
は
。
本

文
の
熟じ
ゆ
く
じ字
を
抄せ
う
し
ゆ
つ出
し
。
其
訳
す
べ
か
ら
ざ
る
も
の
は
。
我
私
の
筆
に
操あ
や
つ

る
。
こ
の
故
に
一
編
の
文
章
。
古こ

が雅
と
今
俗
と
混こ
ん
ざ
つ雑
し

て
更
に
格か
く
て
い軆
を
定
め
ず
。
こ
れ
予
が
情じ
よ
う
ぐ
わ
ん願
に
は
あ
ら
ず
。
実
に
已や
む

こ
と
を
得
ざ
れ
ば
な
り
。

翻
訳
作
業
が
後
半
に
な
る
と
確
か
に
馬
琴
は
序
文
に
記
し
た
よ
う
に
、
ル
ビ
を
一
つ
の
解
釈
・
説
明
手
段
と
し
て
利
用
し
、
ま
た
、

白
話
語
彙
を
翻
訳
す
る
際
に
俚
語
俗
語
を
用
い
、
和
語
に
な
い
も
の
、
ま
た
和
訓
を
施
す
術
の
な
い
も
の
は
、
原
文
の
白
話
語
彙
を
そ

の
ま
ま
利
用
す
る
傾
向
が
顕
著
に
な
る
が
、
前
半
で
は
や
は
り
音
読
み
、
古
語
の
多
用
が
際
立
つ
。
執
筆
初
期
の
馬
琴
の
白
話
知
識
は

ま
だ
不
十
分
で
あ
っ
た
が
、
作
業
が
進
む
に
従
っ
て
次
第
に
精
熟
し
て
い
っ
た
こ
と
を
、
こ
の
傍
訓
の
付
け
方
の
変
化
を
通
し
て
推
し

日
本
近
世
文
学
に
お
け
る
白
話
語
彙
の
識
別
基
準
に
関
す
る
考
察
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量
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
さ
ら
に
加
え
て
、
例
文
⑶
巻
之
五
の
よ
う
な
場
面
や
文
脈
（
原
文
は
韻
文
に
あ
た
る
）
に
鑑
み
て
、
わ
ざ
と

古
語
を
用
い
て
訳
す
る
用
例
も
認
め
ら
れ
る
。

ル
ビ
が
音
読
み
か
ら
意
味
解
説
の
よ
う
な
注
釈
へ
と
変
化
し
た
要
因
と
し
て
一
つ
想
像
し
う
る
の
は
、
語
彙
の
左
右
両
側
に
ル
ビ
（
片

側
は
字
音
、
片
側
は
和
語
や
類
義
の
字
音
語
）
を
つ
け
る
行
為
の
放
棄
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
事
実
、
語
彙
の
左
右
両
側
に
ル

ビ
を
つ
け
る
現
象
は
初
期
の
読
本
作
品
に
既
に
出
現
し
、『
画
伝
』
に
も
多
少
見
受
け
ら
れ
る
も
の
の
、『
画
伝
』
全
体
に
使
用
さ
れ
て

い
る
漢
語
語
彙
の
量
と
比
べ
て
、
そ
の
数
は
決
し
て
多
い
と
は
言
え
な
い
。

お
わ
り
に

以
上
、『
画
伝
』
の
使
用
語
彙
を
例
に
、
江
戸
以
前
と
江
戸
以
降
の
文
献
中
の
利
用
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
本
近
世
文

学
に
お
け
る
白
話
語
彙
の
識
別
基
準
を
明
ら
か
に
し
、
さ
ら
に
そ
の
上
で
、『
画
伝
』
に
利
用
さ
れ
て
い
る
白
話
語
彙
の
特
徴
を
究
明
し

た
。『
画
伝
』
に
見
ら
れ
る
白
話
語
彙
の
利
用
率
は
後
の
巻
ほ
ど
増
加
す
る
一
方
で
あ
り
、
か
つ
、
そ
の
利
用
は
一
字
、
二
字
の
単
語
や

熟
語
に
止
ま
ら
ず
、
長
い
単
語
や
修
飾
語
を
伴
う
語
に
ま
で
及
ぶ
。
ま
た
傍
訓
に
関
し
て
は
、
最
初
は
音
読
み
や
、
古
語
が
多
く
用
い

ら
れ
て
い
た
が
、
そ
の
数
も
次
第
に
減
り
、
代
わ
り
に
意
味
解
説
の
よ
う
な
注
釈
や
俗
語
が
当
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
馬
琴
の
翻
訳
態
度
の
変
化
を
物
語
っ
て
い
る
と
同
時
に
、
生
涯
白
話
の
師
を
持
た
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
馬
琴
が
、
執
筆
の

過
程
で
自
ら
白
話
の
知
識
を
学
習
し
て
い
た
こ
と
を
も
如
実
に
示
し
て
い
る
。
も
し
こ
の
仮
説
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
馬
琴
は
『
画
伝
』

の
執
筆
作
業
を
通
し
て
ど
の
よ
う
に
白
話
学
習
を
行
っ
た
の
か
、
次
稿
に
て
考
察
を
進
め
る
。

注

（
1
）  

横
山
邦
治
「
読
本
」（『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』
第
六
巻
所
収　

岩
波
書
店　

一
九
八
五
年
二
月
）
一
七
六
頁
参
照
。

（
2
）  

小
松
謙
『「
現
実
」
の
浮
上
―
「
せ
り
ふ
」
と
「
描
写
」
の
中
国
文
学
史
』（
汲
古
書
院　

二
〇
〇
七
年
一
月
）
七
~
八
五
頁
を
参
照
。
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（
3
）  

藁
科
勝
之
「『
仏
蘭
西
法
律
書  

刑
法
』
に
お
け
る
唐
話
語
彙
」（『
国
文
学
研
究
』
第
百
二
十
三
集　

一
九
九
七
年
十
月
）。

（
4
）  

木
村
秀
次
「『
西
国
立
志
編
』
白
話
語
彙
考
」（『
千
葉
大
学
教
育
学
部
研
究
紀
要
』
第
五
十
巻　

二
〇
〇
二
年
二
月
）。

（
5
）  
張
海
燕
『『
古
今
奇
談
英
草
紙
』
と
白
話
語
彙
』（
勉
誠
出
版　

二
〇
一
七
年
三
月
）
一
~
四
〇
頁
に
詳
し
い
。

（
6
）  
陶
山
南
涛
の
『
忠
義
水
滸
伝
解
』（
宝
暦
七
年
︹
一
七
五
七
︺
刊
）
は
、
百
二
十
回
本
『
水
滸
伝
』
の
第
一
回
か
ら
第
十
六
回
ま
で
の
単

語
を
、
出
現
順
に
原
文
か
ら
抜
き
出
し
、
発
音
と
意
味
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
7
）  

鳥
山
輔
昌
『
忠
義
水
滸
伝
抄
訳
』（
天
明
四
年
︹
一
七
八
四
︺
刊
）
は
陶
山
南
涛
の
『
忠
義
水
滸
伝
解
』
の
続
編
と
し
て
出
さ
れ
た
も
の

で
、『
水
滸
伝
』
第
十
七
回
か
ら
第
三
十
六
回
ま
で
の
語
彙
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
8
）  

奥
村
佳
代
子
『
江
戸
時
代
の
唐
話
に
関
す
る
基
礎
研
究
』（
関
西
大
学
出
版
部　

二
〇
〇
七
年
三
月
）
二
二
三
頁
に
拠
る
。

（
9
）  

石
崎
又
造
『
近
世
日
本
に
お
け
る
支
那
俗
語
文
学
史
』（
清
水
弘
文
堂
書
房　

一
九
六
七
年
九
月
）
三
~
九
頁
を
参
照
。

（
10
）  

曲
亭
馬
琴
『
近
世
物
之
本
江
戸
作
者
部
類
』（
岩
波
文
庫　

二
〇
一
四
年
六
月
）
二
一
八
頁
を
参
照
。

（
11
）  

高
島
俊
男
『
水
滸
伝
と
日
本
人
』（
大
修
館
書
店　

一
九
九
一
年
二
月
初
版
）
一
九
九
七
年
九
月
の
再
版
、
一
七
二
頁
を
参
照
。

（
12
）  

馬
琴
旧
蔵
和
刻
本
『
忠
義
水
滸
伝
』
は
現
在
昭
和
女
子
大
学
図
書
館
桜
山
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
初
集
（
第
一
回
~
第
十
回
、
享

保
十
三
年
︹
一
七
二
八
︺
刊
）
は
『
画
伝
』
執
筆
の
た
め
に
馬
琴
自
身
が
買
い
入
れ
た
も
の
で
あ
り
、
第
二
集
（
第
十
一
回
~
第
二
十
回
、

宝
暦
九
年
︹
一
七
五
九
︺
刊
）
は
『
画
伝
』
の
相
板
元
・
盛
文
堂
前
川
弥
兵
衛
か
ら
馬
琴
に
贈
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
13
）  

名
古
屋
大
学
附
属
図
書
館
小
林
文
庫
藏
本
（
国
書
デ
ー
タ
ベ
ー
スhttps://kokusho.nijl.ac.jp/biblio/100001388/

）
に
拠
る
。

（
14
）  

『
色
葉
字
類
抄
』（
橘
忠
兼
編
）
は
平
安
末
期
に
成
立
し
た
古
辞
書
で
、
日
常
実
用
の
語
を
主
と
し
て
、
広
く
和
語
・
漢
語
を
採
録
し
て

い
る
。
こ
こ
で
は
中
田
祝
夫
・
峯
岸
明
編
『
色
葉
字
類
抄
研
究
並
び
に
索
引
』（
風
間
書
店　

一
九
六
四
年
六
月
）
を
用
い
る
。
以
下
同

様
。

（
15
）  

室
町
時
代
か
ら
江
戸
時
代
初
期
ま
で
の
「
節
用
集
」
を
「
古
本
節
用
集
」
と
い
い
、
刊
本
に
文
明
本
・
黒
本
本
・
天
正
本
・
饅
頭
屋
本
・

易
林
本
な
ど
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
中
田
祝
夫
『
古
本
節
用
集
六
種
研
究
並
び
総
合
索
引
』（
風
間
書
店　

一
九
六
八
年
四
月
）、
同
氏
『
文

明
本
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』（
風
間
書
店　

一
九
七
〇
年
七
月
）
を
用
い
る
。
以
下
同
様
。

（
16
）  

『
日
葡
辞
書
』
は
キ
リ
シ
タ
ン
宣
教
師
の
日
本
語
修
得
の
た
め
に
日
本
イ
エ
ズ
ス
会
が
刊
行
し
た
辞
書
で
あ
る
。
本
篇
は
慶
長
八
年
（
一

日
本
近
世
文
学
に
お
け
る
白
話
語
彙
の
識
別
基
準
に
関
す
る
考
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六
〇
三
）、
補
遺
は
翌
年
に
刊
行
。
こ
こ
で
は
土
井
忠
生
・
森
田
武
・
長
南
実
編
訳
『
邦
訳
日
葡
辞
書
』（
岩
波
書
店　

一
九
八
〇
年
五
月
）、

白
井
純
編
『
リ
オ
・
デ
・
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
国
立
図
書
館
蔵　

日
葡
辞
書
』（
八
木
書
店　

二
〇
二
〇
年
三
月
）
を
用
い
る
。
以
下
同
様
。

（
17
）  
日
本
語
訳
は
小
松
謙
『
詳
注
全
訳
水
滸
伝
』
第
一
巻
、
第
二
巻
（
汲
古
書
院　

二
〇
二
一
年
八
月
~
二
〇
二
二
年
四
月
）
を
参
照
。
以

下
同
様
。

（
18
）  

中
田
祝
夫
・
小
林
祥
次
郎
『
書
言
字
考
節
用
集
研
究
並
び
に
索
引
』（『
風
間
書
店　

一
九
七
三
年
三
月
）
を
参
照
。

（
19
）  

岡
白
駒
の
講
義
録
と
見
ら
れ
る
写
本
は
二
十
部
ほ
ど
確
認
で
き
、
う
ち
、
艮
斎
と
い
う
人
物
が
筆
写
し
た
も
の
（
外
題
「
水
滸
伝
訳
解
」）

の
末
尾
に
講
義
の
様
子
と
開
講
の
時
期
が
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う
（
宮
本
陽
佳
「『
水
滸
伝
訳
解
』
に
み
る
岡
白
駒
の
『
水
滸
伝
』
研
究

―
解
釈
の
方
法
と
そ
の
継
承
―
」︹『
和
漢
語
文
研
究
』
第
十
三
号　

二
〇
一
五
年
十
二
月
︺
に
拠
る
）。

付
記
: 

本
研
究
は
、
令
和
五
年
度
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
若
手
研
究
・
課
題
番
号
二
三
Ｋ
一
二
〇
八
四
「
日
本
近
世
文
学
に
お
け
る
中
国
白

話
小
説
の
受
容
―
馬
琴
読
本
の
白
話
語
彙
を
中
心
に
―
」
の
助
成
を
受
け
た
も
の
で
あ
る
。
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